
「中小企業は、経済を牽引する力であり社会の主役」とうたわれた中小企業憲章

（2010年閣議決定）。そして、2019年には中小企業・小規模事業者の存在意義や魅力

等に関する正しい理解を広く醸成する取り組みとして「中小企業魅力発信月間」（7月）

と「中小企業の日」（7月 20日）が制定されました。 

魅力発信月間のキックオフとして、中小企業の存在意義やその魅力を見つめなおす

行事を以下の概要で開催します。是非ご参加下さい。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
   

 

企業名：                              役職：                     氏名：                          

メールアドレス：                                         所属支部（団体） ：                             

 

■日 時 ： ７ 月 ６ 日（火） １３：００～１７：００ 

 

        

 

 

■会 場 ： YouTube ライブ配信／ZOOM 
 

 

中小企業の魅力再発見！

見！

』
  

中小企業魅力発信キックオフ   

中小企業魅力発信キックオフ （7/6）  【参加申込書】 

 

※ライブ配信アドレス、ZOOM情報は後日連絡いたします。 

【返信先】FAX：０１１-７０２－９５７３               メール：info@hokkaido.doyu.jp 

※６月３０日（水）までにご返信ください。

  

２０２１年６月１5日 

一般社団法人北海道中小企業家同友会  

事務局 TEL：０１１-７０２-３０００ 

主催：中小企業家同友会全国協議会 

後援：中小企業庁 

第 1部：基調講演・実践報告         〈13:00～15:10〉 

（YouTube ライブ配信）  ※詳細は裏面をご参照下さい。 

第 2部：北海道同友会 グループ討論  〈15:30～17:00〉 

（ZOOM） 
 

参加無料

  



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 基調講演 

小串 康博氏 (株)オグネット 代表取締役 
 大分同友会障がい者問題委員会は 2001 年の発足以来、障がい者の実習受

け入れ、雇用に取り組んできました。支援学校、行政、就労支援施設などと

定期的に意見交換を行い、企業と地域との連携を深め、2001 年に 5 社だった

実習受け入れ賛同企業が122社（2021年5月現在）まで広がりました。2011

年に公開した「障がい者の実習受け入れ賛同企業マップ」は全国の同友会に

広がりつつあります。現在では障がいのある方だけでなく、生活困窮者、グ

レーゾーン、児童養護施設の子どもたちの支援にも取り組んでいます。 

山田 勝治氏 大阪府立西成高等学校 校長 

設立年：2009 年 

資本金：300 万円 

社員数：４名 

事業内容：ダイハツ

ピット店、新車・中

古車販売 

設立年：1974 年 

事業内容： 総合学科エ

ンパワメントスクール 

吉岡 敬司氏 広島信用金庫 常務理事 

設立年：1940 年 5 月 

資本金：36 億 2,800 万円

（出資金） 

社員数：939 名 

事業内容：金融業 

山村 吉由氏 広陵町 町長 

ますます厳しくなる若者の生活環境の中で、教育機関の役割として、１．生

活的自立、２．社会的自立、３．職業的自立の三つの自立に、教職員が本気

になって取り組まれています。キャリア支援など同友会との就労支援も活用

し、就職率１００％を達成していくことで、自立した若者を社会へ送り出す

ことをめざしています。 

当金庫は、設立７０周年記念事業の柱として平成２７年５月に広島県中小企

業家同友会との地域活性化と中小企業の支援で協力する「広島を元気にする

協定」を締結しました。 

経営理念「地域と共に豊かな未来を創る」を具現化するために今始めること

は何か？この思いからスタートした連携です。同友会の皆様と同じ目線で、

同じ未来を目指し、少しずつですが、「つながる・知り合う・ひろげる」と

ステップアップしてきたこれまでの取組みをご紹介します。 

 広陵町では、2018 年に「中小企業・小規模企業振興基本条例」を制定。条

例にもとづき町内事業者や金融機関、大学、市民団体などで構成された振興

会議や、より広い事業者の声を聞き新しいアイデアを生み出す課題別委員会

やワークショップなどを定期開催しています。コロナ禍において、この仕組

みを生かして事業者の声を拾いながらいち早く中小企業支援策の実現につな

げた取り組みをご紹介します。 

実践報告 

中同協企業環境研究センター1992 年より委員、座長（2010 年度から 2019 年度） 

経済学博士 

専門分野 中小企業論、地域経済論 

著書・論文 

『転機に立つ中小企業』（新評論、1996 年） 

『産業構造転換と中小企業』(共著、ミネルヴァ書房、1999 年） 

『グローバル化のなかの中小企業問題』(共著、新日本出版社、2005 年) 

『地域振興と中小企業』（編著、ミネルヴァ書房、2010 年） 

吉田 敬一氏 駒澤大学 名誉教授 

 

【障害者雇用の現場から】 
「誰もが共に働き、暮らすことがあたりまえの社会を目指して」 

  
 
 

【地域金融機関から】 
当金庫と広島県中小企業家同友会との広島を元気にする連携について 

「中小企業の存在意義と社会的役割（仮）」 

【自治体から】 
事業者と行政のタッグで「頑張る企業が集まるまち」をつくる 

【学校の現場から】 
「学校」から「地域」へ～府立高校と同友会との連携による就労支援 

1955 年発足 

人口：35,000 人 

地場産業：靴下・プラス

チック 

農産物：なす・いちご 

【第1部：実践報告・基調講演 概要】


